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(57)【要約】
【課題】低コストで、光の利用効率を高め、消費電力を
低減することができるエッジライト型バックライトユニ
ットを用いた液晶表示装置を得る。
【解決手段】液晶パネル２０と、液晶パネル２０に光を
照射するバックライトユニット１０とから構成される液
晶表示装置１であって、バックライトユニット１０は、
偏光光を出射する発光部１１と、ゼロ・ゼロ複屈折ポリ
マで構成され、発光部１１からの光を導光し、表面から
光を取り出す導光板１２とを備え、液晶パネル２０は、
バックライトユニット１０側の面に設けられて、特定の
振動方向の光のみを透過させる第１偏光板２２を備え、
発光部１１は、導光板１２の光入射面の短辺と平行な方
向の光を偏光光として出射し、第１偏光板２２の透過軸
方向は、導光板１２の光出射面において、導光板１２の
光入射面の長辺と垂直な方向と一致している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、前記液晶パネルに光を照射するバックライトユニットとから構成される
液晶表示装置であって、
　前記バックライトユニットは、
　偏光光を出射する発光部と、
　ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され、前記発光部からの光を導光し、表面から光を取り
出す導光板と、を備え、
　前記液晶パネルは、
　前記バックライトユニット側の面に設けられて、特定の振動方向の光のみを透過させる
第１偏光板を備え、
　前記発光部は、前記導光板の光入射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、
　前記第１偏光板の透過軸方向は、前記導光板の光出射面において、前記導光板の光入射
面の長辺と垂直な方向と一致している
　液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶パネルと、前記液晶パネルに光を照射するバックライトユニットとから構成される
液晶表示装置であって、
　前記バックライトユニットは、
　偏光光を出射する発光部と、
　ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され、前記発光部からの光を導光し、表面から光を取り
出す導光板と、
　前記導光板から出射された光の振動方向を９０°回転させるλ／２板と、を備え、
　前記液晶パネルは、
　前記バックライトユニット側の面に設けられて、特定の振動方向の光のみを透過させる
第１偏光板を備え、
　前記発光部は、前記導光板の光入射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、
　前記第１偏光板の透過軸方向は、前記導光板の光出射面において、前記導光板の光入射
面の長辺と平行な方向と一致している
　液晶表示装置。
【請求項３】
　液晶パネルと、前記液晶パネルに光を照射するバックライトユニットとから構成される
液晶表示装置であって、
　前記バックライトユニットは、
　偏光光を出射する発光部と、
　ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され、前記発光部からの光を導光し、表面から光を取り
出す導光板と、を備え、
　前記液晶パネルは、
　前記バックライトユニット側の面に設けられて、特定の振動方向の光のみを透過させる
第１偏光板を備え、
　前記発光部は、前記導光板の光入射面の長辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、
　前記第１偏光板の透過軸方向は、前記導光板の光出射面において、前記導光板の光入射
面の長辺と平行な方向と一致している
　液晶表示装置。
【請求項４】
　液晶パネルと、前記液晶パネルに光を照射するバックライトユニットとから構成される
液晶表示装置であって、
　前記バックライトユニットは、
　偏光光を出射する発光部と、
　ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され、前記発光部からの光を導光し、表面から光を取り
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出す導光板と、
　前記導光板から出射された光の振動方向を９０°回転させるλ／２板と、を備え、
　前記液晶パネルは、
　前記バックライトユニット側の面に設けられて、特定の振動方向の光のみを透過させる
第１偏光板を備え、
　前記発光部は、前記導光板の光入射面の長辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、
　前記第１偏光板の透過軸方向は、前記導光板の光出射面において、前記導光板の光入射
面の長辺と垂直な方向と一致している
　液晶表示装置。
【請求項５】
　液晶パネルと、前記液晶パネルに光を照射するバックライトユニットとから構成される
液晶表示装置であって、
　前記バックライトユニットは、
　偏光光を出射する発光部と、
　ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され、前記発光部からの光を導光し、表面から光を取り
出す導光板と、を備え、
　前記液晶パネルは、
　前記バックライトユニット側の面に設けられて、特定の振動方向の光のみを透過させる
第１偏光板を備え、
　前記発光部は、前記導光板の光入射面の短辺と平行または長辺と平行な方向の光以外の
光を偏光光として出射し、
　前記第１偏光板の透過軸方向は、前記発光部から前記導光板に入射した偏光光が、前記
導光板から出射されるときの偏光方向と一致している
　液晶表示装置。
【請求項６】
　前記発光部は、半導体レーザである
　請求項１から請求項５までの何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記発光部は、
　光を出射する光源と、
　前記光源からの光のうち、特定の振動方向の光のみを透過させ、それ以外の光を反射さ
せる反射型偏光板と、
　前記反射型偏光板で反射した光を前記導光板側に反射させる反射板と、を有し、
　前記反射型偏光板と前記反射板とで光リサイクル構造を構成する
　請求項１から請求項５までの何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記光源は、ＬＥＤまたはＣＣＦＬである
　請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記反射型偏光板は、ワイヤグリッド偏光板、積層型偏光板および積層フィルムと透過
型偏光板とを組み合わせた偏光板のうちの１つである
　請求項７または請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記導光板は、逆プリズム型または光散乱型である
　請求項１から請求項９までの何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記逆プリズム型の導光板において、プリズムが前記導光板の光入射面と平行に形成さ
れている
　請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
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　前記バックライトユニットは、
　光を拡散する拡散シートおよび光を集めるプリズムシートの少なくとも一方をさらに有
し、
　前記拡散シートおよび前記プリズムシートは、入射された光の偏光状態を変化させない
偏光維持特性を有している
　請求項１から請求項１１までの何れか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、エッジライト型バックライトユニットを用いた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、液晶表示装置に適用されるバックライトユニットとして、光源を導光板（Ｌ
ＧＰ：Ｌｉｇｈｔ　Ｇｕｉｄｉｎｇ　Ｐｌａｔｅ）のエッジに配置し、導光板を介して、
光源から出射された光を液晶パネルに入射させるエッジライト型バックライトユニットが
知られている。以下、図９を参照しながら、エッジライト型バックライトユニットを備え
た液晶表示装置について説明する。
【０００３】
　図９は、従来の液晶表示装置１００を示す模式断面図である。図９において、液晶表示
装置１００は、バックライトユニット１１０、液晶パネル１２０およびＤＢＥＦ（反射型
偏光性フィルム：ＤＵＡＬ　ＢＲＩＧＨＴＮＥＳＳ　ＥＮＨＡＮＣＥＭＥＮＴ　ＦＩＬＭ
）１３０から構成されている。
【０００４】
　バックライトユニット１１０は、光を出射する光源１１１、光源１１１からの光を導光
し、表面から光を取り出す導光板１１２、光を反射させる反射板１１３、光を拡散する拡
散シート１１４、および光を集める（集光する）プリズムシート１１５から構成されてい
る。
【０００５】
　ここで、光源１１１としては、ＬＥＤ（発光ダイオード：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ　Ｄｉｏｄｅ）やＣＣＦＬ（冷陰極蛍光管：Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅ
ｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ）が用いられる。また、導光板１１２には、一般的に、複屈折性を
有する材料が用いられる。
【０００６】
　液晶パネル１２０は、２枚の基板の間に液晶が封止された液晶セル１２１、液晶セル１
２１のバックライトユニット１１０側の面に設けられ、特定の振動方向の光のみを透過さ
せる第１偏光板１２２、および液晶セル１２１のバックライトユニット１１０とは反対側
の面に設けられ、特定の振動方向の光のみを透過させる第２偏光板１２３から構成されて
いる。
【０００７】
　ＤＢＥＦ１３０は、バックライトユニット１１０と液晶パネル１２０との間に設けられ
、光の利用効率を高めるための反射板であり、特定の振動方向の光のみを透過させ、それ
以外の光を反射させる。ＤＢＥＦ１３０で反射された光は、バックライトユニット１１０
内での反射により振動方向が変化し、ＤＢＥＦ１３０に再入射した際に一部の光が透過す
ることにより、光の利用効率を高めることができる。ＤＢＥＦ１３０は、屈折率の異なる
多層薄膜から形成され、一般的に、ＤＢＥＦ１３０のサイズは、液晶パネル１２０のサイ
ズとほぼ同じである。
【０００８】
　また、光源として偏光光を出射する半導体レーザ（レーザダイオード（ＬＤ）：Ｌａｓ
ｅｒ　Ｄｉｏｄｅ）を用いるとともに、入射光の偏光状態が変化しないゼロ・ゼロ複屈折
ポリマを導光板として用いることにより、光の利用効率を高めることが提案されている（
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例えば、非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１３－１１４１９８号公報
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】Takahiro Kurashima, Akihiro Tagaya, Yasuhiro Koike, "A Polarized
 Laser Backlight Using a Polymer Free of Orientational and Photoelastic Birefrin
gence", SID Symposium Digest of Technical Papers Volume 42, Issue 1, pages 882-8
85, June 2011
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、従来の液晶表示装置では、光源からの光のうち、５０％強が第１偏光板
で吸収されるので、光の利用効率（光源から出射した光が第１偏光板を透過する割合）が
低いという問題がある。また、光の利用効率を高めるために、上述したＤＢＥＦを用いた
場合であっても、ＤＢＥＦによるｓ偏光からｐ偏光への変換効率がそれほど高くないので
、光の利用効率は５１％程度までしか向上しない。
【００１２】
　また、上述したように、ＤＢＥＦのサイズは、液晶パネルとほぼ同等のサイズが必要で
あり、また、ＤＢＥＦは、多層膜で形成されているので単価が高く、特にテレビ等の大型
ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）に適用した場合には、コスト
が高くなるという問題がある。
【００１３】
　また、非特許文献１では、光源として偏光光を出射する半導体レーザが用いられている
が、半導体レーザはＬＥＤよりも寿命が短い、サイズが大きい、コストが高いという問題
があり、信頼性が低下したり、額縁が広くなったり、コストが高くなったりという問題が
存在し、実用化には大きな課題がある。また、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマを用いたＬＣＤに
対する具体的な光学条件は規定されていない。
【００１４】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、低コストで、光
の利用効率を高め、消費電力を低減することができるエッジライト型バックライトユニッ
トを用いた液晶表示装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　この発明に係る液晶表示装置は、液晶パネルと、液晶パネルに光を照射するバックライ
トユニットとから構成される液晶表示装置であって、バックライトユニットは、偏光光を
出射する発光部と、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され、発光部からの光を導光し、表面
から光を取り出す導光板とを備え、液晶パネルは、バックライトユニット側の面に設けら
れて、特定の振動方向の光のみを透過させる第１偏光板を備え、発光部は、導光板の光入
射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、第１偏光板の透過軸方向は、導光板
の光出射面において、導光板の光入射面の長辺と垂直な方向と一致しているものである。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明に係る液晶表示装置によれば、導光板は、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され
、発光部は、導光板の光入射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、第１偏光
板の透過軸方向は、導光板の光出射面において、導光板の光入射面の長辺と垂直な方向と
一致している。これにより、発光部から出射した偏光光は、偏光状態を維持したまま導光
板から出射し、高い効率で液晶パネルに入射する。
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　そのため、低コストで、光の利用効率を高め、消費電力を低減することができるエッジ
ライト型バックライトユニットを用いた液晶表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の模式断面図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置における各位置での偏光方向を示す
説明図である。
【図３】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の模式断面図である。
【図４】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のλ／２板の機能を示す説明図であ
る。
【図５】この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置における各位置での偏光方向を示す
説明図である。
【図６】この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置における各位置での偏光方向を示す
説明図である。
【図７】この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置のλ／２板の機能を示す説明図であ
る。
【図８】この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置における各位置での偏光方向を示す
説明図である。
【図９】従来の液晶表示装置を示す模式断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、この発明に係る液晶表示装置の好適な実施の形態につき図面を用いて説明するが
、各図において同一、または相当する部分については、同一符号を付して説明する。
【００１９】
　実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置１の模式断面図である。図１にお
いて、液晶表示装置１は、バックライトユニット１０および液晶パネル２０から構成され
ている。
【００２０】
　バックライトユニット１０は、偏光光を出射する発光部１１と、発光部１１からの光を
導光し、表面から光を取り出す導光板１２、光を反射させる反射板１３、光を拡散する拡
散シート１４、および光を集める（集光する）プリズムシート１５から構成されている。
【００２１】
　発光部１１は、光を出射する光源１１ａ、光源１１ａからの光のうち、特定の振動方向
の光のみを透過させ、それ以外の光を反射させる反射型偏光板１１ｂ、および反射型偏光
板１１ｂで反射した光を導光板１２側に反射させる反射板１１ｃから構成されている。
【００２２】
　ここで、光源１１ａとしては、ＬＥＤやＣＣＦＬが用いられる。ここでは、光源１１ａ
がＬＥＤの場合について説明するが、ＣＣＦＬであっても同様のことがいえる。なお、発
光部１１として、偏光光を出射する半導体レーザを用いることができる。この場合には、
上述したように、光源１１ａのコストは高くなるものの、反射型偏光板１１ｂや反射板１
１ｃを除くことができ、構成を簡素化することができる。
【００２３】
　反射型偏光板１１ｂおよび反射板１１ｃは、光の利用効率を高めるための光リサイクル
構造を構成する。なお、上述したＤＢＥＦを用いて光の利用効率を高めようとした場合に
は、液晶パネルのサイズとほぼ同等のサイズのＤＢＥＦが必要になることからコストが高
くなるのに対して、この発明の実施の形態１では、反射型偏光板１１ｂを導光板１２の入
射面のみに設ければよいので、コストを削減することができる。
【００２４】
　また、反射型偏光板１１ｂは、積層型偏光板、ＷＧＰ（ワイヤグリッド偏光板：Ｗｉｒ
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ｅ　Ｇｒｉｄ　Ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）、積層フィルムと透過型偏光板とを組み合わせた偏
光板である。これらの偏光板を反射板１１ｃと組み合わせることにより、光リサイクル構
造を構成することができる。
【００２５】
　ＷＧＰは、金属配線が例えば５０～１００ｎｍピッチで並べられた偏光板であって、金
属配線と垂直方向に振動する光を透過するとともに、金属配線と平行な方向に振動する光
を反射する。ＷＰＧは、耐熱性が高く、高温にさらされるＬＥＤの近傍での使用には、適
している。
【００２６】
　導光板１２は、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成されている。ここで、ゼロ・ゼロ複屈折
ポリマとは、配向複屈折率、および応力複屈折率が何れもほぼゼロである樹脂であり、入
射された光の偏光状態を変化させずに出射することができる。
【００２７】
　具体的には、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマにおいて、例えば、配向複屈折率を示す面内リタ
デーションの絶対値および厚み方向リタデーションの絶対値は何れも５ｎｍ以下であり、
応力複屈折率を示す光弾性係数の絶対値は５．０×１０－１２／Ｐａ以下である（例えば
、特許文献１参照）。
【００２８】
　また、導光板１２は、逆プリズム型または光散乱型であり、逆プリズム型の導光板１２
において、プリズムは、導光板１２の光入射面と平行に形成されている。また、拡散シー
ト１４およびプリズムシート１５は、入射された光の偏光状態を変化させない偏光維持特
性を有している。これにより、光の利用効率をさらに高めることができる。
【００２９】
　液晶パネル２０は、２枚の基板の間に液晶が封止された液晶セル２１、液晶セル２１の
バックライトユニット１０側の面に設けられ、特定の振動方向の光のみを透過させる第１
偏光板２２、および液晶セル２１のバックライトユニット１０とは反対側の面に設けられ
、特定の振動方向の光のみを透過させる第２偏光板２３から構成されている。
【００３０】
　ここで、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置１において、発光部１１は、導光
板１２の光入射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射する。すなわち、反射型偏
光板１１ｂをＷＧＰとすると、ＷＧＰの金属配線は横方向（導光板１２の光入射面の長辺
と平行な方向）であり、金属配線と垂直方向に振動する光が透過する。
【００３１】
　また、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置１において、第１偏光板２２の透過
軸方向は、導光板１２の光出射面において、導光板１２の光入射面の長辺と垂直な方向と
一致している。
【００３２】
　図２は、この発明の実施の形態１に係る液晶表示装置１における各位置での偏光方向を
示す説明図である。図２では、液晶表示装置１の上面から観察した偏光方向を示し、矢印
の方向は、各位置における偏光方向の分布の中で存在確率がもっとも高い方向を示してい
る。
【００３３】
　図２において、反射型偏光板１１ｂを通過した、導光板１２の光入射面の短辺と平行な
偏光光は、偏光状態を維持したまま導光板１２から出射し、導光板１２の光入射面の長辺
と垂直な偏光光として第１偏光板２２に入射する。この場合、第１偏光板２２の透過軸が
導光板１２の光入射面の長辺と垂直な方向に設定されているため、上述したＤＢＥＦを用
いた場合に５１％程度までしか向上しなかった光の利用効率が、５４％にまで向上するこ
とが確認された。
【００３４】
　以上のように、実施の形態１によれば、導光板は、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され



(8) JP 2015-125241 A 2015.7.6

10

20

30

40

50

、発光部は、導光板の光入射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、第１偏光
板の透過軸方向は、導光板の光出射面において、導光板の光入射面の長辺と垂直な方向と
一致している。
　そのため、低コストで、光の利用効率を高め、消費電力を低減することができるエッジ
ライト型バックライトユニットを用いた液晶表示装置を得ることができる。
【００３５】
　実施の形態２．
　図３は、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置１Ａの模式断面図である。図３に
おいて、液晶表示装置１Ａは、図１に示したバックライトユニット１０に代えて、バック
ライトユニット１０Ａを備えている。
【００３６】
　バックライトユニット１０Ａは、図１に示したバックライトユニット１０に加えて、導
光板１２から出射された光の振動方向を９０°回転させるλ／２板１６を有している。λ
／２板１６は、導光板１２と液晶パネル２０との間に配置され、導光板１２の光出射面に
おいて、導光板１２の光入射面の長辺と平行な方向に対して、４５°の方向に延伸軸を有
している。その他の構成は、図１と同様なので、説明を省略する。
【００３７】
　図４は、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置のλ／２板１６の機能を示す説明
図である。図４において、反射型偏光板１１ｂを通過した偏光光は、偏光状態を維持した
まま導光板１２から出射し、λ／２板１６で偏光方向が９０°回転されて第１偏光板２２
に入射する。
【００３８】
　ここで、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置１Ａにおいて、発光部１１は、導
光板１２の光入射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射する。すなわち、反射型
偏光板１１ｂをＷＧＰとすると、ＷＧＰの金属配線は横方向（導光板１２の光入射面の長
辺と平行な方向）であり、金属配線と垂直方向に振動する光が透過する。
【００３９】
　また、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置１Ａにおいて、第１偏光板２２の透
過軸方向は、導光板１２の光出射面において、導光板１２の光入射面の長辺と平行な方向
と一致している。
【００４０】
　図５は、この発明の実施の形態２に係る液晶表示装置１Ａにおける各位置での偏光方向
を示す説明図である。図５では、液晶表示装置１Ａの上面から観察した偏光方向を示し、
矢印の方向は、各位置における偏光方向の分布の中で存在確率がもっとも高い方向を示し
ている。
【００４１】
　図５において、反射型偏光板１１ｂを通過した、導光板１２の光入射面の短辺と平行な
偏光光は、偏光状態を維持したまま導光板１２から出射し、λ／２板１６で偏光方向が９
０°回転されて、導光板１２の光入射面の長辺と平行な偏光光として第１偏光板２２に入
射する。この場合、第１偏光板２２の透過軸が導光板１２の光入射面の長辺と平行な方向
に設定されているため、上述したＤＢＥＦを用いた場合に５１％程度までしか向上しなか
った光の利用効率が、５３％にまで向上することが確認された。
【００４２】
　以上のように、実施の形態２によれば、導光板は、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され
、発光部は、導光板の光入射面の短辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、λ／２板
は、導光板から出射された光の振動方向を９０°回転させ、第１偏光板の透過軸方向は、
導光板の光出射面において、導光板の光入射面の長辺と平行な方向と一致している。
　そのため、低コストで、光の利用効率を高め、消費電力を低減することができるエッジ
ライト型バックライトユニットを用いた液晶表示装置を得ることができる。
【００４３】
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　実施の形態３．
　この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置１の構成は、図１に示したものと同様なの
で、説明を省略する。
【００４４】
　ここで、この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置１において、発光部１１は、導光
板１２の光入射面の長辺と平行な方向の光を偏光光として出射する。すなわち、反射型偏
光板１１ｂをＷＧＰとすると、ＷＧＰの金属配線は縦方向（導光板１２の光入射面の短辺
と平行な方向）であり、金属配線と垂直方向に振動する光が透過する。
【００４５】
　また、この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置１において、第１偏光板２２の透過
軸方向は、導光板１２の光出射面において、導光板１２の光入射面の長辺と平行な方向と
一致している。
【００４６】
　図６は、この発明の実施の形態３に係る液晶表示装置１における各位置での偏光方向を
示す説明図である。図６では、液晶表示装置１の上面から観察した偏光方向を示し、矢印
の方向は、各位置における偏光方向の分布の中で存在確率がもっとも高い方向を示してい
る。
【００４７】
　図６において、反射型偏光板１１ｂを通過した、導光板１２の光入射面の長辺と平行な
偏光光は、偏光状態を維持したまま導光板１２から出射し、導光板１２の光入射面の長辺
と平行な偏光光として第１偏光板２２に入射する。この場合、第１偏光板２２の透過軸が
導光板１２の光入射面の長辺と平行な方向に設定されているため、上述したＤＢＥＦを用
いた場合に５１％程度までしか向上しなかった光の利用効率が、５７％にまで向上するこ
とが確認された。
【００４８】
　以上のように、実施の形態３によれば、導光板は、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され
、発光部は、導光板の光入射面の長辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、第１偏光
板の透過軸方向は、導光板の光出射面において、導光板の光入射面の長辺と平行な方向と
一致している。
　そのため、低コストで、光の利用効率を高め、消費電力を低減することができるエッジ
ライト型バックライトユニットを用いた液晶表示装置を得ることができる。
【００４９】
　実施の形態４．
　この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置１Ａの構成は、図３に示したものと同様な
ので、説明を省略する。
【００５０】
　図７は、この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置のλ／２板１６の機能を示す説明
図である。図７において、反射型偏光板１１ｂを通過した偏光光は、偏光状態を維持した
まま導光板１２から出射し、λ／２板１６で偏光方向が９０°回転されて第１偏光板２２
に入射する。
【００５１】
　ここで、この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置１Ａにおいて、発光部１１は、導
光板１２の光入射面の長辺と平行な方向の光を偏光光として出射する。すなわち、反射型
偏光板１１ｂをＷＧＰとすると、ＷＧＰの金属配線は縦方向（導光板１２の光入射面の短
辺と平行な方向）であり、金属配線と垂直方向に振動する光が透過する。
【００５２】
　また、この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置１Ａにおいて、第１偏光板２２の透
過軸方向は、導光板１２の光出射面において、導光板１２の光入射面の長辺と垂直な方向
と一致している。
【００５３】
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　図８は、この発明の実施の形態４に係る液晶表示装置１Ａにおける各位置での偏光方向
を示す説明図である。図８では、液晶表示装置１Ａの上面から観察した偏光方向を示し、
矢印の方向は、各位置における偏光方向の分布の中で存在確率がもっとも高い方向を示し
ている。
【００５４】
　図８において、反射型偏光板１１ｂを通過した、導光板１２の光入射面の長辺と平行な
偏光光は、偏光状態を維持したまま導光板１２から出射し、λ／２板１６で偏光方向が９
０°回転されて、導光板１２の光入射面の長辺と垂直な偏光光として第１偏光板２２に入
射する。この場合、第１偏光板２２の透過軸が導光板１２の光入射面の長辺と垂直な方向
に設定されているため、上述したＤＢＥＦを用いた場合に５１％程度までしか向上しなか
った光の利用効率が、５６％にまで向上することが確認された。
【００５５】
　以上のように、実施の形態４によれば、導光板は、ゼロ・ゼロ複屈折ポリマで構成され
、発光部は、導光板の光入射面の長辺と平行な方向の光を偏光光として出射し、λ／２板
は、導光板から出射された光の振動方向を９０°回転させ、第１偏光板の透過軸方向は、
導光板の光出射面において、導光板の光入射面の長辺と垂直な方向と一致している。
　そのため、低コストで、光の利用効率を高め、消費電力を低減することができるエッジ
ライト型バックライトユニットを用いた液晶表示装置を得ることができる。
【００５６】
　なお、上記実施の形態１～４では、発光部１１が、導光板１２の光入射面の短辺と平行
な方向の光、または導光板１２の光入射面の長辺と平行な方向の光を偏光光として出射す
ると説明した。しかしながら、これに限定されず、発光部１１は、導光板１２の光入射面
の短辺と平行または長辺と平行な方向の光以外の光を偏光光として出射してもよい。
【００５７】
　このとき、第１偏光板２２の透過軸方向は、発光部１１から導光板１２に入射した偏光
光が、導光板１２から出射されるときの偏光方向と一致するように配置される。これによ
り、発光部１１が、導光板１２の光入射面の短辺と平行または長辺と平行な方向の光以外
の光を偏光光として出射した場合であっても、光の利用効率を高めることができる。
【符号の説明】
【００５８】
　１　液晶表示装置、１０　バックライトユニット、１１　発光部、１１ａ　光源、１１
ｂ　反射型偏光板、１１ｃ　反射板、１２　導光板、１３　反射板、１４　拡散シート、
１５　プリズムシート、２０　液晶パネル、２１　液晶セル、２２　第１偏光板、２３　
第２偏光板。
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摘要(译)

解决的问题：提供一种使用边缘光型背光单元的低成本液晶显示装置，
其可以提高光利用效率并降低功耗。解决方案：液晶显示装置1包括液晶
面板20和液晶显示装置1。 背光单元10向液晶面板20照射光。 背光单元
10包括：用于发射偏振光的发光部分11；以及用于发射偏振光的发光部
分11。 导光板12由零零双折射聚合物制成，导引来自发光部11的光，并
从表面提取光。 液晶面板20包括第一偏振板22，该第一偏振板22设置在
背光单元10的侧面上，并且仅在特定的振动方向上透射光。 发光部11在
平行于导光板12的光入射面的短边的方向上发出光作为偏振光。第一偏
振板22的透射轴方向与垂直于导光板12的方向一致。 在导光板12的光出
射面中，导光板12的光入射面的长边。
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